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2イ）団体として目指すべき姿

一般社団法人 日本ツーバイフォー建築協会は1976年に設立され、以来、
ツーバイフォー工法の技術の向上と普及拡大を目指し活動を行っています。
ツーバイフォー工法のわが国への本格導入は1974年。
耐震性、耐火性、省エネルギー性等構造面での性能の高さが評価され、
これまで住宅着工戸数340万戸を超える実績を積み重ねてきました。
近年は地球環境への意識の高まりとともに「木の建築」として多様な建築用途
への採用が広がっています。
協会では、ツーバイフォー工法が時代のニーズに対応し豊かな住生活に貢献
できる建築工法であり続けるために、会員とともにさらなる向上を追求し、
技術の研究・開発、人材育成、広報活動等に積極的に取り組んでいます。



3

ツーバイフォー工法の普及のための事業活動の一つとして、建築を学ぶ学生の皆様を対象とした「学生向けプログラム」を展
開しています。

このプログラムでは「発見！体感！ツーバイフォー！」をテーマに、ツーバイフォー工法による建物の特長を知っていただ
くために、出前講座（出張講義・授業）やコンポーネント工場・建築現場の見学、製図・建て方実習など、目的に合わせてア
レンジいたします。

ロ）現在、団体として取組んでいること

「学生向けプログラム」

開催日テーマ開催場所

2024/8/1、2、5 開催 ツーバイフォーで茶室を建てよう 建方実習2024 昭和女子大学 

2024/11/22 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要東洋大学

2024/11/22 開催テーマ：ツーバイフォー工法の生産・施工東洋大学

2024/12/20 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要小山工業高等専門学校

【2024年度開催】

開催日テーマ開催場所
2023/05/08 開催構造現場見学会東洋大学
2023/06/30 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要山脇美術専門学校

2023/07/03 開催
テーマ：プランニングルールや構造のポイント

製図演習(ツーバイフォー住宅の縦枠図や
床伏図などの作成)

東洋大学

2023/07/21 開催構造現場見学会山脇美術専門学校
2023/07/27～29 開催ツーバイフォー工法の建て方工事体験学習広島市立広島工業高等学校
2023/09/26 開催完成現場見学会山脇美術専門学校
2023/10/12 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要石川県立鹿西高等学校
2023/12/08 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要東洋大学
2023/12/08 開催テーマ：ツーバイフォー工法の生産・施工システム東洋大学
2023/12/18 開催テーマ：ツーバイフォー工法の概要小山工業高等専門学校

【2023年度開催】
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昭 和 女 子 大 学 の 学 園 祭 「 秋 桜 祭 」 が
2 0 2 4 年 1 1 月 9 ・ 1 0 日 に 行 わ れ 、
「2×4で茶室を建てよう 建て方実習
2024」の成果発表が行われました。
屋内展示スペースでは、パネル展示や
動画の放映などにより実習の様子が紹介
されました。また、実習で製作した構造
躯体に外装が施され、構内の庭園にて
展示が行われました。

焼杉と漆喰が施され展示された構造躯体

◆ツーバイフォーで茶室を建てよう 建方実習2024 昭和女子大学で開催

昭和女子大学での茶室をテーマにした
建方実習にツーバイフォー５０周年事業
の一環として協力しました。
１８名の学生が約３畳の茶室の構造躯体
を３日間で完成させました。
その様子は協会ホームページ上、動画で
紹介しています。

動画で紹介：昭和女子大学 建方実習



5会報誌で紹介：広島市立広島工業高等学校 建方実習



6ロ）現在、団体として取組んでいること

◆技能者の育成・支援
ツーバイフォー建築物の品質向上と安定供給を目的として未来を担う技能者の育成を支援しています。

協会では、平成10年より会員会社及び会員と事業経営上
関連のある企業の従業員で、建設現場において工事施工
に直接従事している個人を対象に、「優秀フレーマー」
の表彰を行っています。優れた指導者としてのフレーマー
の誇りと意欲の増進、さらなる能力と資質の向上を通じて、
ツーバイフォー住宅の品質・性能の向上と、業界の健全な
発展を促すことが目的です。

年1回の協会の総会で表彰



7ロ）現在、団体として取組んでいること

① 技能検定「枠組壁建築技能士」 テキスト（学科編・実技編）の作成

※過去問題を分析し、項目ごとに学べるように作成。
※外国人労働者支援を目的にベトナム語版を作成。

② 実技試験対策として、作図・作業の動画を作成。

日本語、英語、ベトナム語の３か国語対応。
※本年度５０名の外国人が受検予定（前回より４４名増）

③ 実技試験対策として、作図・作業の事前講習会を全国で開催。

【動画を使用した講習会】 【作業講習会（東海支部）】

◆技能検定「枠組壁建築技能士」 合格のための支援



① 枠組壁工法による中層建築物の普及に向けた試設計

② 中大木造建築普及加速化プロジェクト事業

③ 施工性に優れた90分耐火壁・建築用木材の活用に向けた技術開発

④ CLT パネル工法と枠組壁工法による 中高層建築物立面混構造の合理的

設計法の 実用化による中高層分野の木造化推進事業

⑤ 仮設住宅供給体制構築

8ハ）：少し未来に向け、団体として取組むべきこと

◆技能者育成・支援

① 「学生向けプログラム」の継続

A. 建築現場見学会の開催 B. 工法WEBセミナーの開催 C. 工場見学会の開催 D. 出前講座の開催
E.  製図・建方実習の開催

② 「枠組壁建築技能士」合格支援の継続

A. 受検テキストの随時更新 B. 研修VTRの随時更新 C. 事前講習会の継続実施

③ 外国人労働者への育成・支援の継続

A. 受検テキスト等の他言語対応推進 B. 2号評価試験合格のためのツール作成

◆技術開発



9ニ）：2050年に向け、団体として取組むべきこと

◆工場内の合理化

① パネルの標準化

◆物流の協力体制構築

② オートメーション化
へのチャレンジ

※現状、パネルの生産も
人手がかかっている。

パネルの工場生産がすすむと、配送に大きな負担がかかる。

①コンポーネント会社の相互協力体制構築による物流コストの削減
②パネルの現場生産も同時に推進することによる物流コストの削減

工場生産の合理化と物流コストの削減は相反する。最適解を求めていくことが
重要。


